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須崎市の取り組み

整備概要

　須崎小学校北側に「憩いの広場」と
して標高 23~29ｍの広場を整備します。
合計面積は 1,310 ㎡で、約655人が避難
可能になります。

　次に、NTT西日本北側に「城山公園」
として標高 26~39ｍの広場を整備しま
す。合計面積は1,000 ㎡で、約500人が避
難可能になります。

　続いて、原町 2 丁目金毘羅神社北側
に「港の見える広場」として標高
24~30ｍの広場を整備します。合計面積

は1,200 ㎡で、約 600 人が避難可能にな
ります。

　そして「城山公園」と「港の見える
広場」を結ぶ連絡道路を標高 30ｍライ
ンに整備します。道路の幅員は 2.5ｍを
計画しており、これにより広場間のア
クセス、日々の維持管理、物資の運搬
などが可能になります。また、金毘羅
神社ふもとからは既設避難広場を経て、
「城山公園」と「港の見える広場」を結
ぶ連絡道路へアクセスできる階段を整
備します。

※避難可能人数は、１人当たりに必用な面積を 2㎡として計算。


